
【日時】　 令和６年１０月２８日（月）　10時30分～11時30分

【場所】 加古川市役所北館　４階大会議室

【出席委員】

【会議次第】 １　開会

２　議事

(1) （仮称）加古川市こども・若者計画の名称について

（2）

（3）（仮称）加古川市こども・若者計画（R6.10末時点案）について

３　閉会

【配付資料】 資料１： 「教育・保育」の量の見込みに対する確保方策（R6.10末時点案）

資料２： （仮称）加古川市こども・若者計画（R6.10末時点案）

【議事要旨】

1　開会

２　議事 （１）「教育・保育」の「量の見込み」について

口頭にて説明

（質問・意見等なし）

資料１により説明

（質問・意見等なし）

（３）（仮称）加古川市こども・若者計画（R6.10末時点案）について

資料２により説明

委員

令和６年度第３回加古川市子ども・子育て会議　議事要旨

松田会長、阿部副会長、稲田委員、深川委員、宮井委員、浅野委員、北
野委員、高瀬委員、山下委員、千堂委員（１0名）

「教育・保育」の「量の見込み」に対する「確保方策」（R6.10末時点案）について

（２）「教育・保育」の「量の見込み」に対する「確保方策」（R6.10末時点案）について

今回のこども・若者計画について、加古川市全体でこども施策をどのように進めてい
るのかが、分かりやすく表記されている。
そこで、委員として、このような大きな計画に対してどのように携わっていけば良いの
かを難しく感じている。過去にされていた質疑等、何か参考になることがあれば教え
ていただきたい。



事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

資料２第３章に、具体的な取組内容が191件記載されているが、取組について各課で
重複している部分はあったのか。重複している部分がある場合は、今後どのように対
応する予定か。

前回策定した第二期加古川市子ども・子育て支援事業計画においては、実際に子育
てをされている方に子ども・子育て委員として参画いただきご意見をお伺いした。今
回のこども・若者計画策定においては、更にこども・若者の意見も取り入れ計画を策
定しようと考えている。
委員の皆様には、難しく考えすぎず、要望や疑問に思った点、こういった視点を入れ
た方が良いのではといった率直なご意見をお伺いしたい。

第３章-1（3）①就学前教育・保育の充実について、「各家庭のニーズに合った」という
表現について、この各家庭とは、2、3号認定の家庭を想定しているのか。それとも、
もっと幅広く考えているのか。

計画全体の話ではもっと幅広いものだが、質問のされたところではお見込のとおり
２、３号認定を受ける家庭を指している。

第3章-1（3）④人材の確保・質の向上について、人材確保・質の向上のための研修と
いうのは長年必要だと認識して実践してきているものだと考えています。市に採用さ
れた保育に携わる業務に従事している職員の定着率や離職率などを把握されている
場合は教えていただきたい。

おっしゃるとおり、今回の計画策定にあたり、各課においても実施している取組につ
いて重複してる部分があるという気づきに繋がっていると考えている。そのため、部
署によっては、重複しているためもう一つの部署に任せようといった取組の見直しの
動きが出てくると想定している。

以前子どもが生後5か月の頃に小児病棟に付き添い入院をしたことがある。親が24
時間体制で見守ることになるため、体力的にとても厳しかったことを覚えている。新聞
記事にて、国が医療機関に補助金を交付し、看護師等の人員確保の助けを行うと
知った。ただ、この施策だけで解決できる問題ではないとも聞いたので、何か行政や
民間でできることがあるのであればやってもらいたいと考えている。
このように、支援が行き届いていない部分があると認識した際に、今回のこども・若者
計画にて取組に挙げられていない場合、これ以上のことは行わないということなの
か、それとも柔軟に対応していくのかをお伺いしたい。

第３章-2取組内容は、策定時点（令和6年3月時点）の取組内容を示したものであ
る。計画期間は令和7年度から11年度のため、その間に新たな取組を始めることはあ
ると想定している。
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3　閉会

タブレット端末の活用率について、毎月各学校ごとに調査している。学校によって差
があることは把握しており、学校長に対して効果的な活用方法の情報提供や研修等
を行っているところである。

子ども・子育て会議には、公募委員もいらっしゃるが、応募者の中に中学生、高校生
はいなかったのか。いなかったのであれば、今後そのような年齢の方の募集予定はあ
るのか。

現在検討中で、近隣市町では大学生が会議に参加しているところもあり、視察に行っ
ているところである。進展があれば、この会議でも報告する。

第3章-1（3）⑤教育DXの推進について、GIGAスクール構想で各小学校にタブレッ
トを配置しているが、いくつかの学校においては活用されていないというニュースを
見た。現在どのような状況なのか調査しているのか、未調査であれば今後調査をされ
る予定はあるのかについてお伺いしたい。

定着率について、法人認可保育施設は令和4年度は10.4％、令和5年度は10.3％
で、10％程度と認識している。公立園についても、結婚に伴う転居等で毎年離職は
発生している。令和5年度は7名程度退職しており、毎年同程度と認識している。


